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1.はじめに
「高い」は，国立国語研究所（1972a）にあるように，基準となる場所や面からの垂直方向への延長
である場合を示し，これが中核的意味である。ここから意味が拡大し，価値が大きいことや，すぐれ
ていることを表す意味用法も併せ持つ。さらに，すぐれているという概念が弱まったり失われたりし
て，単にものの程度や性質が著しいことを示す用法もあることを述べている。
あるものごとXについて，そのものごとの性質が垂直方向に大きいことを表すときに，「高い」が
使われやすく，「強い」「大きい」などの形容詞との間でゆれの可能性があること，接辞「度」「性」
「力」などを伴う語「Xが」が「高い」で表される場合，その度合いや性質の価値的な高さを示すが，
近年はXが単独で使われる以下のような例が増えていることなどを嶺田（2015）で指摘した。
例）｛人気度＞人気，関心度＞関心，依存度＞依存，危険性＞危険，技術力＞技術｝が高い
このような語が増えているということは，Xの性質や度合いがすぐれているという概念を示すこと
よりも，単に，Xの程度や性質の著しさを示す用法に広がっていることを表しているのではないか。
本論では，この中から，「人気」の使われ方の実態について示したい。
2.方 法
読売新聞データベース「ヨミダス歴史館」を使って，新聞を中心に用例を集めた。朝日新聞データ
ベース「聞蔵Ⅱ」も適宜使用した。中央紙地方紙，朝刊夕刊のすべてを対象にした。後日の再掲
載や固有名詞，記事内容がほぼ同じで対象の語が含まれる1文が全く同じ場合は，どちらか一方の記
事を使った。異体字は別とはせず，用例に旧字体が含まれる場合は新字体にして表した。活用形は特
にその違いについて言及しない場合はすべて終止形で表した。
調査を終了したのは2015年8月28日で，「ヨミダス歴史館」で検索できるすべての年代を調査し
た。新聞を中心に調査したのは，一般向けに書かれていること，編集されていること，1887（明治20）
年から現在までの調査ができることなどが理由である。
3.「人気」の述語1
31.1920年代までの用例
1870年代～1920年代には，「人気が」に「高（い）」が述語成分として現れる例は，大正期末の例1
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1 述語:「人気が高い」のような主語述語の関係にある例だけではなく，「人気が高い車」のような例もある。
このような文では，「高い」は述語ではなく，「車」の連体修飾語とする場合もあるが，ここでは述語の性質
を述べることが目的ではないので，便宜上「述語」または「述語成分」と呼ぶことにした。
にあげた広告の1例以外は見当たらなかった2。具体的には次のような例である。
例 1）1925.8.20（読売）［広告］人気高き越山堂発行書／越山堂
例 2）1879.2.26（朝日）千日前の興業中で何時も人気の寄たる雀ちうちう大夫は相替らぬ小鳥の芸斗りで
は曲がないとて（略）戯場めかした技芸にて大人気を寄せていると人の咄し
例 3）1879.4.25（朝日）北新地北栄座の劇場は例の如く大人気
おおにん き
にて（略）
例 4）1894.02.18（読売）小山氏の行脚的運動為に俄に大人気となり其勢力実に強大となりしと
例 5）1908.12.11（読売）空前の大オペラ 非常な好人気
例 6）1909.1.07（読売）演芸会消息 市村座幕開け時間三崎座上人気神奈川座新築藤村一座
例 7）1911.4.1（読売）蛇類は人気は無いが駱駝はを御馳走になり象は藁の珍味に飽くばかり頂き猿
や白熊も大した人気である
例 8）1879.2.12（朝日）（略）今度の劇場も是切で有うと思いの外一層の人気が寄って却って福の居ない
方が幸わいなり
例 9）1924.2.10（読売）処女達の望みのよめ入先嫌われた月給取り 人気がよい一番は農家
例10）1879.3.6（朝日）西区長州邸の安楽席（の手品が）益々人気は盛んであります
例11）1926.7.7（読売）オドケ顔したオットセイなど人気が集る樺太展
例12）1922.1.13（朝日）相撲は明日から源氏山の新大関で折角立った人気が大錦の病気休場で打撃
例2～4「大人気」（ルビ付きで，「おおにんき」と読ませている例あり），例5「好人気」，例6「上人気」
のように，いわゆる造語成分の「大」「好」「上」などが，程度の大きさを示している。また，例7
「大した人気」，例8「一層の人気」のように修飾語が用いられる例もあった。「人気」の述語では，
例8「寄る」，例9「よい」，例10「盛んだ」，例11「集る」，例12「立つ」の動詞などが使われてお
り，ある語に偏るということがなく，さまざまな表現がされていたことがわかる。
32.形容詞類の用例数
1887～2015年8月までの「人気」の程度の大きさを表す語にはさまざまあるが，その中から形容
詞類で使われる可能性がある語を検索し，その数を表1にまとめた。「ヨミダス歴史館」データベー
スは，1887～1985年（明治大正昭和）は，見出し文が中心である。そのあとの1986～2015年8月
28日までは，見出し文と本文がすべて収集できる。平成年間のデータ数が多いのは，本文の用例が
多いためである。年ごとにデータを集めたが，一覧表には1887～1926年（明治～大正），1926～1949
年（昭和元～終戦直後），1950～1969年（戦後～高度経済成長期），1970～1985年（昭和），1986年からは
10年ごとに数字をまとめた。
％は，その年代の合計数を分母として，それぞれの語が使われた割合を示している。1887～1985
年は，分母が少なく，割合を出すことはあまり意味がないが，参考程度に計算した。
「人気が高い」は，平成年間には非常に数が多く，検索語「人気が高」で現れたものをひとつひと
つ当たりながらデータ数を数えることができなかったため，「高い」の活用形を検索語として，ヒット
（２）
2「為替人気高 41ドル台出現せん1924.6.10（読売）」のような「人気高」の例が複数あった。「人気高」は，
現在も使われているが，株式に関するいわゆる業界用語であると考え，一般的な例としては調査対象にしな
かった。後で示すデータ数を表した一覧表からも除外した。
した件数を示した6。
明治～終戦頃にかけては，「人気が高（い）」「人気が強（い）」，「人気高（い）」「人気強（い）」な
どのように使われることがほとんどない。その後は，格助詞ガを伴わない「人気高い」が1950～1969
年に4件，1970～1985年に11件あった。新聞の見出し文の助詞の省略については，上野（1977）が，
「誰が…」や「何を…」に焦点がある場合には，助詞ガやヲは省略されないが，そうではない場合は
省略されることを述べている。また，水内（2001）も，見出しは極めて限られた字数で効果的な伝達
をするために，助詞が取捨選択されることを述べている。
（３）
検索語 1986～1995 1996～2005 2006～2015
人気が高か 130 266 666
人気が高く 237 842 890
人気が高い 833 2850 2890
人気が高け 1 3 4
人気が高き 0 0 0
合計 1201 3961 4450
3「人気高」が，1887～1926年に1件，1950～1969年に3件，1970～1985年に6件，1986～1995年に12件，
1996～2005年に1件あるが，すべて株式の記事で表からは除外した（脚注2参照）。
4 30件のうち，1件は「高すぎ」，1件は「高め」。
5 24件のうち，1件は「高さ」（名詞）。
6「高い」の活用形を検索語として，ヒットした数は次の通りである。
表1「人気」の程度の大きさを現す形容詞類 （空欄は0）
見出し中心の用例数 本文も含めた用例数
18871926 19261949 19501969 19701985 19861995 19962005 20062015
高3
人気が高い 1201 3961 4450
人気高い 1 4 11 28 304 245
合計 1 0 4 11 1229 3991 4474
％ （100） 0 （100） （91.7） 97.3 98.3 98.3
大
人気が大きい 1 6 3
人気大 1
合計 0 0 0 0 1 7 3
％ 0 0 0 0 0.07 0.17 0.07
強
人気が強い 2 1 2
人気が根強い 21 50 64
人気根強い 1 8 12 7
合計 0 1 31 63 73
％ 0 0 0 （8.3） 2.5 1.6 1.6
幅広
人気が幅広い 1
合計 0 0 0 0 1 0 0
％ 0 0 0 0 0.07 0 0
合 計 1 0 4 12 1262 4061 4550
従って，見出し中心の検索では，収集する範囲が狭く，本文記事を含めて調査をすれば，ガ格を伴
う「人気が高（い）」の用例が見つかる可能性はある。
1985年以前のデータがある国立国語研究所コーパス開発センター『近代女性雑誌コーパス』『明六
雑誌コーパス』『国民之友コーパス』『現代日本語書き言葉均衡コーパス（少納言）』で，「人気が高」
を検索したが，1985年以前の「人気が高（い）」は得られなかった。
「人気が」に直接「高い」が接続する形ではなく，「人気が」＋副詞等の修飾語＋「高い」（例:人気が
非常に高い）の形で，新聞の本文記事に書かれる可能性もある。さらに，後述するが，形容詞類では
なく，動詞類による表現が使われるため，1985年までのデータが少ないとも言える。
以上のような理由で，1985年以前のデータ数は少ないが，表1に示した通り，「人気」の程度の大
きさを示す形容詞類の述語は，「高い」がほとんどを占めていることがわかる。特に平成年間の用例
数は100％に近く，つまり他の語とのゆれではなく，「高い」が定着している7と言えよう。
33.「高い」と「大きい」
「大きい」との用法差があるかを見る。「大きい」は，10例しかなかった。その10例は以下の通り
である。例13～例20は， に示したように，その人気の大きさが，ある事態に影響したという
意味に取ることができる。「人気が大きい」と使われる場合，人気自体の大きさではなく，「その人気
によるところが大きい」の意味に使われることが多いという結果であった。
例21例22は，そのものごと自体の人気の程度を示していると取れる。國廣（1970）は，「一次元
的」な「線的な広がり」については「長い（短い）」がそれを示すが，その量的差異を表すには「大
きい（小さい）」が用いられることを述べ，「大きい」の「意義素」として，「形のあるもの8を全体
としてみたときの空間的占有量が大きい」ことをあげている。これに従えば，「人気が高い」が，あ
る基準面から上方向への差の大きさを言うのに対して，「人気が大きい」は，全体の中の空間的占有
量を示すという違いであると言える。
例13）毎日，三十万―三十五万回のアクセスがあるといい，早川清ネットワーク編集室長は「松本ファ
ンの評判になっているのと，話題の写真が見られる『フォーカス』のページの人気が大きいようだ。
（略）（1997.5.27）
フォーカスのページの人気があるため，アクセス数が増えた】
（４）
7「強い」「濃い」もヒットしないわけではないが，1887～1985年までにヒットしたものはすべて株式の記事
で，たとえば「売り人気強く」（1928.8.22），「見送り人気強し」（1953.10.13），「スト突入警戒人気濃い」
（1955.12.16）のような例で，「人気」の述語成分とは言いにくいため，データの対象外とした。また，平
成年間の競馬の記事には，「本来1番人気が強いレースとして知られ（略）」（2000.11.16），「35番人気が
強い」（2000.10.27），「上位人気が強い」（2000.5.27）のような例があったが，これも「（何番目に人気の）
馬」が「強い」という意味であるので対象外とした。
8 形のあるもの:国廣（1970）は，服部（1968）の考え（「大きい小さい」は形のあるものについて用いら
れるが，「広い」は形のつかめないものについても言え，「大きい海」と言わないが，「太平洋は大西洋より
大きい」と言う場合は，地理学上の発言になる）をもとにして述べている。服部は「大きい」と「広い」の
違いについて，「大きい」はその面積全体を客観的に問題にしているのに対して，「広い」は，そのものの広
さ（面積）を評価しているような気がしてくる，面積の大小を問題にしているが観点が違う，と述べている。
「人気」は「形ある物」ではないが，観点の違いという点で，同様のことが言えると思われる。
例14）「恐竜展で来館者が大幅に増えた98年度をさらに上回ったのは，昨年4月にオープンした新館の人
気が大きい」と，同博物館普及課では満足そうだ。（2000.7.5）
新館の人気があるため，来場者が大幅に増えた】
例15）（福山雅治が作った前川清の曲がヒットしたことについて）「ヒットは福山君の今の力や人気が大き
いと思う。（略）」（2002.6.27）
【福山雅治の力や人気があるため，前川清の新曲が売れた】
例16）（テニス部員が増えたのは）少年雑誌に連載中のテニス漫画の人気が大きいとみられ，（略）（2004.5.9）
テニス漫画の人気があるため，部員数が増えた】
例17）（野球の観客が増えたのは）「交流戦の影響や，高校時代からスターだったダルビッシュ投手の人気
が大きい」と，畑野熊夫広報部長は話す。（2005.10.3）
ダルビッシュ投手の人気があるため，野球の観客が増えた】
例18）（地方自治法施行60周年記念硬貨を7道府県分が発行，応募枚数では，2008年度の京都府が最多だ
ったが，これを3万通以上上回ったことについて），造幣局は「龍馬人気が大きい」と分析し（略）
（2010.4.16）
坂本龍馬の人気があるため，記念硬貨応募枚数が増えた】
例19）門川氏を推す民主，自民，公明の市議も「（大阪の選挙が地域政党「大阪維新の会」の圧勝に終わっ
たのは）橋下徹氏の個人的な人気が大きい」（略）と口をそろえる。（2011.12.18）
橋下徹氏の人気があるため，その会が圧勝した】
例20）（かるたの聖地としての知名度が上がったのは）2007年から連載中のマンガ「ちはやふる」の人気が
大きい。（2013.11.6）
マンガの人気があるため，知名度が上がった】
例21）特に後期日程は今回，定員を昨年の十二倍以上に増やしたにもかかわらず，昨年を上回る高人気で，
同大の土屋達彦入学主幹は「学科試験の負担が少ない後期日程の人気が大きい」と話す。（1994.2.2）
例22）（マルチメディアに関する意識調査の結果で，CS放送の）チャンネル数が多く複雑なシステムが普
及を妨げていると考えてきたが，その通りだったようだ。期待の新製品とされるDVDの関心の低
さともあわせて，単方向のメディアよりインターネットのような双方向性メディアの人気が大きい
ことがうかがえた。（1998.5.2）
「強い」は以下の5例しかなかった。これらは「高い」で言い換えが可能な例で，用例は少ないが
ゆれと言えよう。
例23）最も人気が強いのは1800cc～2000cc中年式車の高グレード車で（略）（1989.3.9）
例24）「強いアメリカ」を看板としたレーガン前大統領は2位で，青年層に人気が強い（1989.11．28）
例25）DVDの購入者には，レーザーディスクをもっている映画愛好者なども多く，その人たちの人気が強
い（1999.4.15）
例26）王室の人気が強いタイでは，国王生誕80周年を機に様々なプロジェクトが発足した（2008.3.16）
例27）欧米では香水の人気が強いのに対し，（略）（2008.4.4）
（５）
ただし，「根強い」は，「高い」以外では用例数が比較的多い。例28，例29にあげたように，「根
強い」には，「高い」の意味にはない「容易にはその様子や事態が変わらない」というニュアンスが
あり，その点で使い分けがされているのだと考えられる。
例28）スマートフォンが普及する中，人気が根強い「ガラケー」（2013.12.14）
例29）勝っても負けてもタイガースファンが減らないように，大阪では豊臣人気が根強い（2014.2.1）
「広い」の用例はなく，「幅広い」が1件あったが，今回は数を示すにとどめる。
4.「人気」の修飾語
造語成分「大」以外の，「人気」の主な修飾語の用例数を表2に示した。「大人気」は，例2～4に
示したように，古くから使われている。現代にかけても，その用例数は非常に多い。「大人気」以外
で，どのような例があるかを見た。
述語の場合は，「高い」がほぼ100％を占めていたのに対し，形容詞類の修飾語の場合は「高い」
は20％台にとどまっている。用例数が多いのは「根強い」で，1986年以降，65％程度を占めている。
（６）
表2「大」以外の「人気」の修飾語
見出し中心の用例数 本文も含めた用例数
18871926 19261949 19501969 19701985 19861995 19962005 20062015
高
高い人気 1 1 152 371 460
高人気 1 21 31 3
最高人気 3 1 1
合計 0 0 1 2 176 403 464
％ 0 0 20.0％ 14.3％ 22.4％ 24.1％ 29.5％
大
大きな人気 1 17 25 19
大した人気 1
合計 1 0 0 1 17 25 19
％ 25.0％ 0.0％ 0.0％ 7.1％ 2.2％ 1.5％ 1.2％
強
強い人気 1 13 5 4
根強い人気 3 11 506 1068 989
合計 1 0 4 11 519 1073 993
％ 25％ 0％ 80％ 79％ 66％ 64％ 63％
広
広い人気 1 2 1
幅広い人気 71 167 96
合計 0 0 0 0 72 169 97
％ 0％ 0％ 0％ 0％ 9.2％ 10.1％ 6.2％
その他
上人気 1 1
好人気 1
合 計 4 0 5 14 784 1670 1573
「大きい」も，述語の場合は1％に満たなかったが，形容詞では1986年以降では1.5％程度の頻度が
あった。漢語の造語成分では「大」が最も多く，古い時代から一般的に使用されていたことがわかる。
「高人気」は，「高い人気」の使用が増えるのにひかれて出現したのではないかと思われる。
この中では比較的用例数のある「高い人気」「大きな人気」「根強い人気」がどのような述語を取る
かを，近年の用例30件文を見たところ，「高い人気」は「誇る」14件，「集める」6件，それ自体が
述語2件（「～が高い人気だ」のような例），「続く」2件，「ある」2件，用例が1件だけだったもの（以
下「その他」とする）4件で，「誇る」が多く使われることがわかる。これは，「高い」が持つ価値の高
さが影響しているものであろう。「大きな人気」は「集まる」11件，「呼ぶ」6件，「得る勝ち得る
獲得する」7件，「その他」6件で，作用の方向が「人気」であることを表すような動詞がよく使われ
ていた。「根強い」は，それ自体が述語であるものが11件あり特徴的で，ほかに「ある」7件，「誇
る」7件，「保つ」2件，「その他」3件であった。
それぞれの形容詞が持つ意味の特徴が述語に現れていると言える。
5.動詞類の述語
51.動詞類の用例数
「人気」の述語には，形容詞類だけではなく，動詞や動名詞（以下，「動詞類」と呼ぶことにする）が
使われており，その頻度を表3に示した。ガ格の有無については，32「形容詞類の用例数」で述べ
たことと同様の傾向であったため，区別は表していない。また，ガ格がない場合の自動詞他動詞
（例:人気集まる/人気集める）の区別は表していない。
表1で示した形容詞類の「人気」の全体数を見ると，見出し中心の1985年まででは多くても12件
であったが，表3の動詞類の全体数は1950年代から86件あり，「人気」の程度を表す述語は形容詞
より動詞類の方が多く使われていると言える。
1949年までは全体のデータ数が少ないが，頻度については，以下のようなことが見て取れる。形
容詞類では多かった「高」よりも，「集」の方が古くから使われており，また用例数も多い。特に
1950～1969年は「集」が72％あるが，その後は徐々に減っている。「上」も，1950年代から徐々に
増えはじめ，特に1970～1985年は「上昇（する）」が約60％あり，その後は減っている。「集」「上」
が減るのに対して，1986年からは「高」が徐々に増えていることがわかる。「増」は，平成年間にあ
るが，見出しに「増」2件，「増す」1件のほかは，すべて本文中に使われている。見出しに例が少な
いことから，1985年以前でも本文には使われている可能性がある。「広」は，「フォークデュオ
人気広がる」（1981.5.26）が最初で，その後，徐々に用例が増えている。
現代では「高」の頻度が50％を超えており動詞類においても，よく使われていることがわかる。
ただし，ほかの語も使われており，形容詞類よりはゆれがあるように見える。
52.用法差
「高まる高める」と「上昇（する）」は，空間的上方向への大きさを示す点で共通性がある。「上
がる上げる」「上昇（する）」は，ある基点を離れて上方向への移行があれば使えるが，「高まる
高める」は，ある基準まで到達していなければ使えないというニュアンスがある。「上向く」は，上
昇する傾向さえあれば使える。ここまで「高い」の「すぐれているという概念が弱まって単にものの
（７）
程度や性質の著しさを表す」ことを述べてきたが，4.「『人気』の修飾語」で示したように「高い人
気」が「誇る」を述語に取りやすいことともあわせて，「高」には，すぐれているという概念が含ま
れていることも指摘できる。
「広がる」と「集まる」は，「人気」の向かう方向が逆である。「広がる」について，国立国語研究所
（1972b）で，ふつうは，量の変化を表すが，ある基点から遠ざかることは位置の変化につながること
を論じている。「広がる」は「人気」が外側へと量的位置的に変化しているのに対して，「集まる」
は，その逆の方向に同じ作用が起こることを示している。「広がる」の最近の30件分を見たところ，
「口コミで広がる」5件と「～を中心に広がる」3件があり，「口コミ」「を中心に」と「広がる」が共
起するのは，「集まる」にはない特徴である。
例30）（日本庭園の人気について）ネットや口コミで人気が広がっているようだ（2015.6.26）
例31）（日本酒のある銘柄が）飲食店を中心に広がった（2015.2.14）
文型は「人気がXに｛広がる/集まる｝」のように同じ型ではあるが，格助詞ニの用法に差がある。
「広がる」のニ格は，作用が波及する対象（多くの場合は人）を示している。
例32）若者に人気が広がりつつある国産ウイスキーなどの品ぞろえを強化したという（2014.10.30）
（８）
表3「人気」を表す動詞類
「ヨミダス」見出しの検索中心 本文検索できる年
見出し中心 本文も含む
1887
1926
1926
1949
1950
1969
1970
1985
1986
1995
1996
2005
2006
2015
高
高まる高める 2 13 14 696 1444 1959
％ 40.0％ 15.1％ 7.9％ 38.0％ 42.5％ 53.6％
上
上がる上げる 4 2
上昇（する） 7 105 449 509 435
人気が上向く（上向きになる） 1 2
合計 1 11 109 449 509 435
％ 20.0％ 12.8％ 61.6％ 24.5％ 15.0％ 11.9％
広
広がる広まる 2 51 178 395
％ 1.1％ 2.8％ 5.2％ 10.8％
集
集まる集める 5 1 55 34 595 1205 840
集中（する） 1 1 7 18 34 51 21
合計 6 2 62 52 629 1256 861
％ 100.0％ 40.0％ 72.1％ 29.4％ 34.3％ 37.0％ 23.6％
増
増す増える増 3 9 1
人気が増大増加（する） 4 2 2
合計 7 11 3
％ 0.4％ 0.3％ 0.1％
合 計 6 5 86 177 1832 3398 3653
「集まる」のニ格は，到達点（多くの場合はモノゴト）を示し，その到達点が人気のあるものごとで
あることを示している。
例33）夏休みの学生アルバイト 北海道や信州へ 農作業に人気が集まる（1968.6.27）
「広がる」は，例34のように作用の波及する対象が明示されない場合も多く，その場合は「一般的に
／大衆に」という意味に読み取ることができる。
例34）トレイルランは北米や欧州発祥で，近年，国内でも人気が広がっている（2015.4.6）
また，例3536のように，「広がる」の作用の波及する先が場所である場合と，「集まる」の到達
点が場所である場合もある。
例35）（ローファー靴について）ハリウッドスターが愛用し，米国から世界に広がっていった（2015.5.18）
例36）（公営住宅について）宮之浦地区に人気が集まり，安房地区の2戸は希望者がいなかった（2015.6.9）
6.対義語
形容詞類では「人気が高い」が定着していると見ることができるが，対義語「低い」は用例数が
「高い」と比べると少ない。「人気が低」「人気低」を検索語にして現れた用例数を表4にまとめた。
表1に示した「人気が高い人気高い」の1986～2015年を合計すると9694件あるが，「人気が低
い人気低い」をあわせても75件しかない。また，表3に示した「上昇（する）」は1505件あるが，
その対義的な語9である「低下（する）」は157件しかない。その他の漢語「低調低迷低落」な
どとすべてあわせても798件である。
村木（2002）が，国立国語研究所の語彙調査結果10をもとに，次元や数量などの程度の大なること
を示す単語の方がその対立項より多く使われると述べている。「新／太／近」の方が「古／細／遠」
よりも多く使われるのは，「新／太／近」に価値を認めたり，注意を注いだりしているからであるこ
とを論じている。「人気」の程度について「低」よりも「高」が多く使われるのは，このためである。
（９）
表4「高い」の対義語
18871926 19261949 19501969 19701984 19861995 19962005 20062015 合計
低い 1 16 39 19 75
低下 2 1 56 64 34 157
低迷 5 55 206 195 461
低調 1 3 4
低落 2 49 50 101
合計 0 0 3 6 129 359 301 798
9「上昇（する）」の対義語は「下降下落（する）」などが適当であると思われるが，中核的な意味が対立す
ると考えて，ここでは「低下」をあげた。「人気が下がる」「下降下落」なども用例があるが，ここでは割
愛する。
10『現代雑誌九十種の用語用字』，『中学校教科書の語彙調査』（社会理科），『高校教科書の語彙調査』（社会
理科）によるもの。
7.まとめ
「人気」のプラス方向への大きさを表す語は，形容詞類の述語では「高い」が現代では100％に近
い使用率であることがわかった。一方，修飾語や動詞類の述語にはゆれがあることが指摘できる。
今後は，「関心」「価値」などの語や，接辞「性」「力」などを伴う語について，どのような使用実
態があるかを明らかにしたい。
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